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太報告書は京都大学数理解析耐究衝の共同研究事業の一つとして 1モデル表現とそ

の講築に関する概究」のテーマのもとに、1983年 2月 1矯よ蓼 2月 ig日までの 3H闘

にわたって行なわれた研究集会で発表された論文を中心 SCまとめたものである。

本硬究の冒的は計算機内に封象のモデルを携築し、それを適して計算援がユーザの

閣題の解決 SC、よ弓績極酌江参翻するための方式を追才することにある。 従来の

問題解決の墓本様式は闊題のモデル化、解の誘導、結果の計算のためのプ演グラム化

(コーディング)というステップをすへてユーザ捻計算機外で行ない、最整の計算部

分のみを計算機に行なわせるというものであった。 しかしデータベース技衛の発

達や CADなどの応溺合野の進歩ほこの基本繊式鑓変牝をもたらし、出来るだけ早い

時期に周麺のモデルを計算機内 1}i:表現し、以後のプ諏セスを eン evソン協力によっ

て遂行 tるという処理スタイルか要求されるようになってきた◎ このようなモデ

ル構築の技衛ほデー t・・ptタの意殊論を含む総合釣な問題として多くの新しい概念やそのた

めの理論の確立と共に薪しい精報処理技衛の闘発を錨要とする◎ 同時にモデル構

築の闘:題は現実の悶麺と間わ蓼が探 iい。 した都うて今囲の研究会における鰻られ

た時聞内での議論で縁訣して十分なものでなく 大半のものは今後の研究にまかせら

れている。 特に現状ではモデル化そのものより、それと最も瀾係の深いと考えら

れるデータ vX一一スの墓礎概念の見直しから出発せねばならない. この竜殊で今後

多くの研究者の御批判を受けることによ lj、これらの研究をより一層発展させること

を参加者一一同心よ 9願ってやまない次第である。

最後に本報告書を作成するにあた耐、本研究会の開催を許可し、報告書作成に御尽

力頂いた京都大学数理解析研究所に心よ sjなる謝竜を表する。
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